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子供のデジタル端末との関わり方 

旭川市立新富小学校  校長 工 藤  真   
 

我が家には中１の次男坊がおります。塾や習い事をしていた小学生の頃は、お迎えの連絡や位置情報
の確認などのために、「キッズ携帯」を持たせいていました。しかし、一昨年からほとんどのメーカーでキッ
ズ携帯の販売を止めてしまいました。その理由は、スマホ端末が安くなった、子供向けの制限機能が強化さ
れた等の理由だそうです。採算の合わないものはどんどん削られるのでしょう。必然的にその端末はスマホ
に移っていきました。キッズ携帯に比べて多機能なスマホは、ゲームができる、動画が見られる、音楽が聴け
る、友達と気軽に連絡が取れるなど、子供たちには飛びつきたくなる機能が山のようにあります。当然我が
子もスマホの画面を見る時間は日に日に増えていきました。こうなるとほとんどスマホ依存症です。そこで、
スマホを買い与えている親の責任として、スマホと正しく向き合うために、息子と以下のようなことについて
話し合いました。 
（１）デジタル端末のメリット【なぜ君にスマホを持たせるのか？】 
 ○連絡手段として、または安全確保のツールとしての機能 
 ○情報収集や学習のサポートとしての機能 
 ○コミュニケーション力や社会性の向上をねらった機能 
（２）デジタル端末のデメリット【なぜ使い方を誤ってはいけないのか？】 
 ○使う側の心の問題や不適切な行動等の影響 
 ○健康リスクの影響 
 ○依存や生活の乱れにつながる影響 
 ○ネット上の危険を察知する力の不足による危機管理の影響 
ここで大切なことは、「子供にスマホを持たせるのは親の責任であること」です。買い与えた以上はその
指導や管理はきちんと親が行うべきです。そのためには、以下のことに留意してほしいと思います。 
① 家庭でのルール作り 
  学校でも、その使い方については指導していますが、ご家庭でも「使う時間帯」「使う目的」「使う場 
所」「利用時間の上限」「就寝前の時間帯」「保管場所」など、子供と話し合ってルールを決めることが
大切です。 
② デジタルリテラシー（情報を正しく理解し、安全・適切に使いこなす力）の強化 
  スマホのデメリットの一つである、ネットの危険性・情報の取り扱い・プライバシーの保護・Cyber 
Safety などについて、児童に適切に教えること。たとえば、「なぜ危険なのか」「どうすれば安全に使
えるのか」を理解させることが重要です。  
③ スマホを持つ時期の判断 
  所有を始める年齢が低くなっているという記事を目にしました。全国平均では約１０．３歳だそうです。 
身体的・精神的な発達も考慮し、家庭の状況だけでなく、子供の成熟度（責任感・自制心）や使わせる 
目的を見極めることが望ましいと言われています。   
④ 学校・保護者で連携した対応 
  子供を取り巻く環境は家庭だけではなく、地域や友人関係にも及びます。スマホの「使い方」「安全」 
「マナー」について、学校と保護者が情報共有することも、大切だと感じます。 
デジタル端末（switchやPS5などを含む）は、適切に使えば学習・安全・コミュニケーションの面で大き
な可能性をもっています。一方で、過度の使用や使い方を誤ると、心身の健康や人間関係、生活リズムに悪
影響を及ぼす危険もあります。未来はもっと高度になったデジタル端末を扱うこととなり、扱う者の力量が
今以上に問われる時代となるでしょう。 
ですから、学校としては、「デジタル端末の所持＝全面否定」ではなく、「デジタル端末と正しく向き合う力」
を育てることが、これからの児童教育・保護者支援にとって重要な課題だと考えます。これからも保護者の
皆様、そして児童の皆さんとともに、「デジタル端末とどう付き合うか」を考えていきたいと思います。将来の
高度なデジタル社会に生きる大切なわが子を今しっかり守れるのは親しかいませんので。 
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旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子供の育成』 

《本年度の重点教育目標》  認め合い 支え合い 学び合う子供の育成  

～認め合い 支え合い 学び合う活動を通して 仲間との関係を深め 子供たちの人間性を高める～ 

           




